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塩田　丈くん（2歳9ヵ月）

　　　健くん（11ヵ月）

じょう

けん

里
芋「
伊
予
美
人
」

　
　
　
出
荷
始
ま
る

特 

集
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を
見
込
ん
で
お
り
、
初
出
荷
分
は
県
内
は
も
ち
ろ

ん
京
阪
神
や
広
島
へ
、
１０
月
以
降
は
関
東
へ
も
供

給
し
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
選
果
が
始
ま
っ
た
「
愛
媛
さ
と
い

も
広
域
選
果
場
」
で
は
、
日
量
３５
ト
ン
の
選
果
が

可
能
で
需
要
に
応
じ
た
調
整
・
多
元
販
売
を
一
元

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
流
通
を
合
理
化
し
出
荷

ロ
ッ
ト
を
拡
大
し
た
生
産
所
得
の
安
定
化
・
最
大

化
を
図
り
ま
す
。

　
土
居
町
関
川
河
川
敷
で
は
、
９
月
１０
日
か
ら
９

月
末
ま
で
「
土
居
の
い
も
た
き
」
が
開
か
れ
、
毎

年
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
「
伊
予
美
人
」
の
い

も
た
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
う
ま
で
９
月
１１
日
、
２
０
１
９
年
産
の
里

芋
「
伊
予
美
人
」（
愛
媛
農
試
Ｖ
２
号
）
の
出
荷
を

開
始
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
う
ま
管
内
で
は
農
家
約
４
０

０
戸
が
９２
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
前
年
対
比
１
０
４
％
）

で
栽
培
し
て
お
り
、
面
積
・
出
荷
量
が
県
内
の
６

割
以
上
を
占
め
る
中
国
四
国
地
区
最
大
の
産
地
で

す
。
初
出
荷
を
迎
え
る
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選
果

場
に
は
こ
の
日
、
約
１３
ト
ン
の
伊
予
美
人
が
運
ば

れ
、
職
員
ら
に
よ
り
丁
寧
に
選
果
・
箱
詰
め
を
行

い
ま
し
た
。

　
２
０
１
９
年
産
の
伊
予
美
人
は
、
子
芋
・
孫
芋

の
着
生
個
数
、
重
量
と
も
に
前
年
や
過
去
５
年
平

均
を
上
回
っ
て
お
り
作
柄
は
良
好
で
す
。
出
荷
量

は
平
年
並
み
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
四
国
中
央

市
土
居
町
で
伊
予
美
人
を
生
産
す
る
尾
藤
秋
貞
さ

ん
は
、「
例
年
通
り
の
美
味
し
い
里
芋
が
出
来
た
」

と
自
信
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
尾
藤
さ
ん

は
、
田
楽
に
し
た
り
塩
茹
で
に
し
て
食
べ
る
の
が

一
番
お
い
し
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
う
ま

で
は
、
来
年
５
月
ま
で
に
２
３
０
０
ト
ン
の
出
荷

圃場を視察する市場担当者ら
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土
居
町
に
住
む
松
木
聡
さ
ん
は
、
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
早
朝
や
休
日
等

を
利
用
し
て
農
業
を
営
む
兼
業
農
家
で
す
。
４０
年
程
前
か
ら
妻
の
常
代
さ
ん

と
イ
チ
ジ
ク
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
１５
年
前
か
ら
徐
々
に
品
種
を
増
や
し
始

め
、
現
在
１３
ア
ー
ル
の
園
地
で
３０
以
上
も
の
品
種
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
松

木
さ
ん
の
園
地
で
は
、
６
月
下
旬
か
ら
収
穫
を
始
め
、
１１
月
中
旬
ま
で
続
く

予
定
で
す
。
風
味
や
色
、
形
の
違
っ
た
お
い
し
い
イ
チ
ジ
ク
を
消
費
者
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
イ
チ
ジ
ク
に
は
糖
度
が
３０
度
を
超
え
る
も
の
な
ど
２
５
０
種
類
も
の
品
種

が
あ
る
と
い
い
、
黒
い
皮
で
ね
っ
と
り
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
の
「
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
ブ
ラ
ッ

ク
」
や
縦
模
様
が
入
っ
た
「
ゼ
ブ
ラ
ス
ィ
ー
ト
」
等
、
多
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
糖
度
２２
度
か
ら
３０
度
と
高
い
糖
度
の
栽
培
に
も
こ
だ
わ
り
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
管

理
し
て
い
ま
す
。
松
木
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
品
種
を
栽
培
し
て
い
る
の
で
管
理
す
る
期
間

も
長
く
な
り
大
変
だ
が
、
そ
の
分
収
穫
す
る
喜
び
も
大
き
い
」
と
思
い
を
込
め
栽
培
し
た
イ

チ
ジ
ク
の
収
穫
作
業
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
１
シ
ー
ズ
ン
で
約
１
５
０
０
パ
ッ
ク
を
産
直
市
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
皮
を
む
い
た
イ
チ
ジ
ク
を
凍
ら
せ
出
荷
す
る
冷
凍
イ
チ
ジ
ク
は
、

ジ
ャ
ム
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ
食
べ
る
等
、
消
費
者
に

と
っ
て
は
手
間
も
省
け
イ
チ
ジ
ク
を
美
味
し
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

産
直
市
の
人
気
商
品
で
す
。
松
木
さ
ん
は
「
今
年
の
作
柄
は
、
台
風
で

収
穫
期
に
多
少
の
ズ
レ
は
あ
る
が
、
例
年
通
り
の
甘
く
て
美
味
し
い
イ

チ
ジ
ク
と
な
っ
た
」
と
自
信
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

３０
種
以
上
の
イ
チ
ジ
ク
栽
培
に
取
り
組
む

　
　
　
　
松
木
聡
さ
ん
・
常
代
さ
ん
ご
夫
妻

†

出

荷

直

前

の

動

き

†

９
月
１０
日

里
芋
出
荷
及
び
販
売
強
化
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会

８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
試
験
掘
り
調
査
の
様
子

　
販
売
強
化
キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
や
市
場
関
係
者
、
市
の
職
員
ら
７５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
農
え
ひ
め
販
売
担
当
者
は
、
令
和
元
年
度

産
の
出
荷
計
画
及
び
販
売
基
本
方
針
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
品
質
の
均
一
化
・
分
荷

機
能
の
一
元
化
に
よ
り
「
愛
媛
チ
ー
ム
」
と
し

て
、
里
芋
「
伊
予
美
人
」
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、
９
〜
１０
月
の
出
荷
比
率
向

上
に
よ
り
、
早
期
の
売
り
場
確
保
お
よ
び
県
内

外
に
お
け
る
系
統
シ
ェ
ア
の
拡
大
を
目
指
し
ま

す
。

　
県
と
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
、
豊
岡
地
区
１６
圃
場
、

土
居
地
区
１０
圃
場
、
寒
川
地
区
１７
圃
場
で
生
産

者
ら
と
伊
予
美
人
の
試
験
掘
り
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
担
当
者
ら
は
、
掘
り
取
っ
た
里
芋
を
親
芋
、

子
芋
、
孫
芋
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
分
け
し
、

今
年
の
出
来
を
確
認
し
ま
し
た
。
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花火大会を前に
関川河川敷　草刈りボランティア

　8月4日、関川河川敷ふれあい広場の草刈りボラ
ンティアに土居地区の店舗をはじめとするJA職員
が参加しました。この活動は花火大会を前に毎年
行われるもので、市内の団体や企業が参加してい
ます。職員らは1年のうちに生い茂った雑草を草刈
り機で勢いよく刈り、汗を流しました。

　今年4月「四国中央市学校給食米田植え体験
会」が行われた土居町蕪崎の圃場には、市内小学
生や女性塾のメンバーらが作ったユニークな13体
の案山子が圃場を囲むようにずらりと並び、訪れ
た人の目を楽しませました。
　この案山子作りは、苗を植えてから収穫までの
苦労を児童らに知ってもらおうと、食農教育の一
環として毎年行われているもので、児童らがアイ
ディアを出し合いながら休み時間等を利用して完
成させました。
　7月中旬、30アールほどある圃場には、今にも
動き出しそうな個性豊かな案山子が四国中央市に
よって設置され、8月24日に行われた収穫祭まで
児童が植えた稲を鳥獣被害から守りました。案山
子作りに参加した児童らは、「案山子作りは大変
だったけど、楽しかった」と笑顔で話してくれま
した。

学校給食のお米守って
ユニークな案山子がずらり

　JAうまでは8月13日から、JAうまライスセンターで米
の農産物検査が始まりました。管内では、8月初旬か
らコシヒカリの収穫時期を迎えています。
　検査では、農産物検査員の資格を持つ職員が
「穀刺し」で袋から玄米を抜き取り、整粒・被害粒・
未熟粒など一粒ずつ丁寧に検査を行いました。検査
を行った営農経済部の河村完司部長は、「後半の
好天に恵まれて良質の米が見込まれる」と話しまし
た。
　JAうまでは、2019年産の出荷量は約12,500袋（お
よそ375トン）を見込んでいます。今回、ライスセンター
で乾燥・調整し
検査された減農
薬減化学肥料米
は、「うまそだち」
としてJAうま産直
市などで地元消
費者に販売され
るほか、全農えひ
めを通じて出荷し
ており、市内の小
中学校へ学校給
食米として供給さ
れる予定です。

2019年産米検査
消費者に安心・安全なお米を

地域とのふれあいを大切に
寒川地区盆踊り大会に参加

　8月3日、「寒川町夏祭り盆踊り大会」に今年も
寒川支店職員と寒川地区女性部が参加しました。
この盆踊りは、地域の子供や団体が参加してい
て、JAうまも「しあわせ連」という名前で毎年参
加しています。会場の寒川小学校運動場にはやぐ
らが立ち、周りに出店が並びました。しあわせ連
は練習の成果を発揮し今年も、最優秀賞に輝きま
した。

児童らは、「案山子作りは大変
かった」と笑顔で話してくれま

5



進
め
る
！

協
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

地
域
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

　
　
〜
地
域
と
の
交
流
を
「
進
め
る
！
」
〜

　
　
〜
地
域
と
の
交
流
を
「
進
め
る
！
」
〜

「
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
関
わ
る
」

　
Ｊ
Ａ
う
ま
で
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域

住
民
と
の
文
化
的
な
交
流
の
一
環
と
し
て
、
少
年
野

球
大
会
等
の
Ｊ
Ａ
う
ま
管
内
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
主
催
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
Ｊ

Ａ
う
ま
管
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
対
象
に
し
た
第

１７
回
Ｊ
Ａ
う
ま
少
年
野
球
親
善
交
流
大
会
と
県
内
外

の
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
第
８
回
Ｊ
Ａ
う
ま
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
四
国
中
央
市
大
会
が
開
か
れ
、
両
大

会
と
も
に
児
童
ら
に
よ
る
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
に
も
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
健
康
麻
将
大
会

等
、
主
管
す
る
団
体
の
理
念
や
目
的
に
賛
同
し
後
援

や
協
賛
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
野
球
大
会
で
は
Ｊ
Ａ
職
員
が
準
備
段
階
か
ら
携
わ

り
、
大
会
当
日
も
会
場
設
営
か
ら
賞
品
搬
入
、
運
営

の
手
伝
い
に
東
奔
西
走
す
る
な
ど
大
会
に
参
加
す
る

方
々
が
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
し
、
最
高
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
発
揮
で
き
る
よ
う
裏
方
と
し
て
大
会
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

学校給食米
田植え祭り

あぐりスクール
お茶摘み体験

健康マージャン大会

あぐりスクール
伊予美人収穫

学校給食米
収穫祭

JAうまミニバスケット
ボール四国中央市大会

ペタンク大会

グラウンドゴルフ

あぐりスクール
伊予美人植付け

地
域
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

　
　
〜
地
域
と
の
交
流
を
「
進
め
る
！
」
〜

第
１５
回
四
国
中
央
市
学
校
給
食
米
収
穫
祭

　
８
月
２４
日
、
土
居
町
蕪
崎
の
圃

場
で
第
１５
回
学
校
給
食
米
収
穫
祭

が
開
か
れ
ま
し
た
。
四
国
中
央
市

内
の
小
学
生
と
保
護
者
ら
計
２
２

２
人
が
参
加
し
、
稲
を
刈
る
た
め

の
鎌
の
使
い
方
を
Ｊ
Ａ
の
営
農
指

導
員
ら
に
教
わ
り
な
が
ら
黄
金
色

に
実
っ
た
稲
を
手
際
よ
く
刈
り
取

り
ま
し
た
。

　
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

妻
鳥
小
学
校
６
年
生
の
玉
井
優
悠

さ
ん
が
圃
場
を
所
有
し
て
い
る
則

友
祝
幸
さ
ん
へ
の
感
謝
の
言
葉
と

学
校
給
食
米
へ
の
期
待
を
述
べ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
心
配
さ
れ
た
天
候
も
大
き
な
崩

れ
は
な
く
、
稲
の
刈
り
取
り
を
終

え
た
児
童
ら
は
愛
媛
さ
と
い
も
広

域
選
果
場
施
設
内
で
開
か
れ
た
新

米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

で
お
に
ぎ
り
を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
収
穫
し
た
学
校
給
食
米
と

同
じ
く
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料
で

栽
培
し
て
い
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米

「
う
ま
そ
だ
ち
」
は
、
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」
と
「
に
こ
ま
る
」
の
２
品
種
を

採
用
し
て
お
り
、
地
元
農
家
で
お

よ
そ
３７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
け
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
収
穫
さ
れ
た
う

ま
そ
だ
ち
は
、
市
内
す
べ
て
の
小
・

中
学
校
と
一
部
幼
稚
園
で
給
食
と

し
て
使
わ
れ
る
他
、
Ｊ
Ａ
う
ま
産
直

市
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

第
１５１５
回
四
国
中
央
市

回
四
国
中
央
市

学
校
給
食
米
収
穫
祭

学
校
給
食
米
収
穫
祭

児童代表挨拶をする玉井さん

第
１５
回
四
国
中
央
市

学
校
給
食
米
収
穫
祭

6



地
域
活
性
化
へ
向
け
た
取
り
組
み

　
　
〜
地
域
と
の
交
流
を
「
進
め
る
！
」
〜

第
１５
回
四
国
中
央
市

学
校
給
食
米
収
穫
祭

第8回 JAうまカップミニバスケットボール四国中央市大会

優勝チーム 優勝チーム
女子の部 男子の部

C-friends女子ミニバスケットボールクラブ

準優勝チーム

土居北ミニバスケットボールクラブ

金子ミニバスケットボールクラブ

準優勝チーム

C-friends男子ミニバスケットボールクラブ
【Aチーム】

第17回 JAうま少年軟式野球親善交流大会

優勝チーム 準優勝チーム

土居北軟式スポーツ少年団 青空スポーツ少年団

「
こ
れ
か
ら
Ｊ
Ａ
が
担
う
役
割
」

　
Ｊ
Ａ
は
地
域
に
根
差
し
た
総
合
事
業
体
で
す
。
地
域
農
業
の
発
展
と

地
域
の
活
性
化
は
地
域
に
と
っ
て
も
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
重
要
な
こ
と
だ

と
言
え
ま
す
。
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
等
の
農
業
体
験
は
食
農
教
育
の
一
環

と
し
て
「
食
と
農
」
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ベ
ン
ト
等
の
支
援
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
農
業
の
担
い
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、「
農
」
へ
触

れ
る
き
っ
か
け
や
地
域
交
流
の
支
え
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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あったか荘三島あったか荘川之江 J
A
う
ま
ト
ピ
ッ
ク
ス
｜T

O
P
I
C
S

　8月6日・7日・10日、利用者が全員、職員が持ってき
た浴衣を着てルンルン気分。たこ焼き、ヨーヨー、かき
氷、最終日には盆踊りを行い、夏の縁日気分を味わい
ました。職員も浴衣を着ると利用者から「べっぴんさん
ばっかりじゃ！！」と言っていただけました。とても楽し
い3日間となりました。

●恒例となっているあったか荘夏祭りイベント
　8月は、夏の定番そうめん流し、大型スーパーへの買
い物、お誕生日の利用者さんとの外食など、季節のイ
ベントを利用者の方々に楽しんでいただきました。「楽
しかったよ」「また来年も行けるように頑張らないかん
ね」と、とても喜んでくださいました。

●季節のイベント楽しむ

● あったか荘ダイアリー ●

10月の介護相談会開催予定日
　10月15日（火）　中曽根支店
　　　　　　　　　　（午前10時～正午）

年
金
相
談
一
口
メ
モ

三
木
茂
　
社
会
保
険
労
務
士
か
ら
の

　
五
年
に
一
度
発
表
さ
れ
る
年
金
財
政
検
証
結

果
が
八
月
二
十
七
日
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
基
本
と
な
る
の
は
経
済
成
長
率
で
あ
り
、
根

定
に
あ
る
の
は
少
子
高
齢
化
で
あ
る
事
は
確
実

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
経
済
成
長
率
が
一
番
高
い

場
合
で
も
将
来
の
給
付
水
準
（
所
得
代
替
率
）

は
今
よ
り
十
六
％
下
り
、
一
番
低
い
場
合
（
成

長
率
が
横
ば
い
）
に
つ
い
て
は
三
十
％
弱
も
下

る
予
測
が
出
て
お
り
ま
す
。
現
行
制
度
だ
と
六

十
才
ま
で
働
い
て
六
十
五
才
か
ら
受
給
す
る
水

準
を
保
と
う
と
す
る
と
、
現
在
二
十
才
の
人
だ

と
六
十
八
才
迄
働
く
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
が

出
て
お
り
ま
す
。
厚
生
年
金
保
険
料
率
は
平
成

二
十
九
年
九
月
以
降
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
（
法

律
で
決
ま
っ
て
い
る
為
）
今
後
年
金
制
度
を
維

持
す
る
為
に
は
、

　
一
、
保
険
料
率
を
上
げ
て
い
く
。

　
二
、
支
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
せ
て
い
く
。

　
三
、
少
子
高
齢
化
を
解
消
し
、
人
口
を
増
や

し
て
い
く
。

　
四
、
日
本
経
済
が
成
長
し
、
日
本
国
民
の
賃

金
も
お
お
い
に
上
昇
す
る
。

「
『
財
政
再
計
算
』
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
」

10月の年金相談日（午前10時～正午）

1日（火）

8日（火）

9日（水）

11日（金）

16日（水）

17日（木）

24日（木）

29日（火）

30日（水）

金生支店

長津支店

寒川支店

豊岡支店

松柏支店

川之江中央支店

中曽根支店

土居中央支店

本店

10月

8
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　9月10日から『愛媛さといも広域選果場』が本格稼働致しました。
　里芋「伊予美人」の知名度も向上してきており、市場からの要望数量
も増加しております。
　労働力軽減及び所得向上に向け、取り組みを実施してまいりますので
「伊予美人」の出荷をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛さといも広域選果場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0896-74-5501

知
っ
て
美
味
し
く
！
　
サ
ツ
マ
イ
モ

● 

美
味
し
い
サ
ツ
マ
イ
モ
の
選
び
方

　
全
体
に
ふ
っ
く
ら
と
太
く
、
ず
っ
し
り
と
重
み
を
感

じ
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
細
す
ぎ
る
も
の
や
ヒ
ゲ
根
が
多
い
も
の
は
繊
維
質
な

も
の
が
多
い
で
す
。

　
す
ぐ
に
食
べ
ず
、保
存
す
る
場
合
は
、傷
や
変
色
し
た

部
分
が
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

※
ね
っ
と
り
と
し
た
液
体
が
し
み
出
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
は
蜜
が
多
い
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。

● 

保
存
の
方
法

　
中
南
米
出
身
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
寒
さ
に
強
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
寒
さ
を
防
ぐ
た
め
に
新
聞
紙
で
包
ん
で
常
温
で
保
存

し
ま
す
。

　
寒
す
ぎ
る
と
サ
ツ
マ
イ
モ
も
風
邪
を
引
い
て
痛
ん
で

き
ま
す
。

　（
10
〜
15
℃
く
ら
い
が
適
温
で
す
。）

● 

美
味
し
い
食
べ
方

　
煮
て
も
、
揚
げ
て
も
美
味
し
い
で
す
が
、サ
ツ
マ
イ
モ

と
言
え
ば
、や
っ
ぱ
り
焼
き
芋
で
し
ょ
う
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
加
熱
す
る
こ
と
で
、で
ん
ぷ
ん
が
糖
に

変
わ
る
の
で
、
低
温
で
じ
っ
く
り
と
加
熱
す
る
と
甘
み

が
増
し
ま
す
。

　
お
う
ち
で
作
る
場
合
に
は
、
オ
ー
ブ
ン
を
使
い

2
5
0
℃
で
30
分
ほ
ど
じ
っ
く
り
と
焼
く
と
美
味
し
い

焼
き
芋
が
出
来
ま
す
。

●
営
農
だ
よ
り

消費税改正に伴う販売代金精算の遅延について
　10月からの消費税改正により、9月売立分の精算終了後に消費税改正の切り替えを行う
ため、10月売立分の全ての出荷農産物の精算が、最長で3週間程度遅れます。
　皆様のご理解、ご協力をお願いします。

10

収入保険



軽減税率制度実施後（令和元年10月1日～）
　委託販売手数料と農産物の適用税率が異なるため、税率ごとに区分し、販売金額を課税売上げとし、委託販売手数料を課
税仕入れとしなければなりません。
　※販売金額より委託販売手数料を差し引いた金額を、課税売上げとすることは出来ません。

　9月10日から『愛媛さといも広域選果場』が本格稼働致しました。　9月10日から『愛媛さといも広域選果場』が本格稼働致しました。
　里芋「伊予美人」の知名度も向上してきており、市場からの要望数量　里芋「伊予美人」の知名度も向上してきており、市場からの要望数量
も増加しております。も増加しております。
　労働力軽減及び所得向上に向け、取り組みを実施してまいりますので　労働力軽減及び所得向上に向け、取り組みを実施してまいりますので
「伊予美人」の出荷をよろしくお願いします。「伊予美人」の出荷をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛さといも広域選果場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛さといも広域選果場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0896-74-5501　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0896-74-5501

　9月10日から『愛媛さといも広域選果場』が本格稼働致しました。
　里芋「伊予美人」の知名度も向上してきており、市場からの要望数量
も増加しております。
　労働力軽減及び所得向上に向け、取り組みを実施してまいりますので
「伊予美人」の出荷をよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛さといも広域選果場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0896-74-5501

本年度から里芋「伊予美人」の購入は、JAうま産直市でお願いします。
ジャジャうま市　TEL：0896-23-3377
おいでや市　　　TEL：0896-59-6001

営農経済部からのお知らせ
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JAうま資産保全サポートセンター
電話：0896-24-3827　Ｅメール：shisan-support@ja-uma.or.jp 
または、JAうまホームページからお問合せ下さい。

お問合せ先

　
被
相
続
人
が
所
有
す
る
自
宅
の
土
地
の
相
続
税
評
価
額
の
出

し
方
は
、
「
倍
率
方
式
」
と
「
路
線
価
方
式
」
と
い
う
２
つ
の
方

法
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に
な
る
か
は
実
家
が
属
す
る
地
域
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
家
の
評
価
額
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
土
地
は
地
域
に
よ
っ
て
は
高
額
の
評
価
に
な
る
こ
と

も
。
都
市
部
に
土
地
付
き
の
家
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
遺
産
総
額

が
多
く
な
り
、
相
続
税
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
自
宅
の
ほ
か
に
農
地
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
評
価
額
を
確
認
し

て
お
か
な
い
と
、
相
続
時
に
あ
わ
て
る
こ
と
も
…
…
。
農
地
の
相

続
税
評
価
額
は
、
「
倍
率
方
式
」
又
は
「
宅
地
比
準
方
式
」
に
よ

り
評
価
し
ま
す
。
市
役
所
か
ら
の
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
評
価
額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
倍
率
方
式
は
、
そ
の

農
地
の
固
定
資
産
税
評
価
額
に
一
定
の
倍
率
を
乗
じ
て
評
価
す
る

方
法
で
、
そ
れ
ほ
ど
高
額
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
で
す
が
、
宅
地

比
準
方
式
は
、
そ
の
農
地
が
宅
地
で
あ
る
と
し
た
場
合
の
価
額
か

ら
、
そ
の
農
地
を
宅
地
に
転
用
す
る
た
め
に
か
か
る
造
成
費
相
当

額
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
り
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
た
め
、
宅
地

並
み
の
高
い
評
価
額
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。

２
つ
の
節
税
対
策

１
、
財
産
そ
の
も
の
を
減
ら
す
…
…
代
表
的
な
も
の
が
生
前
贈

与
で
、
生
き
て
い
る
間
に
現
金
、
土
地
な
ど
を
贈
与
す
る
方
法

で
す
。
ま
た
、
現
金
の
場
合
は
、
共
済
に
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
金
を
共
済
に
替
え
て
現
金
そ
の
も
の
を
減
ら
す
方
法
も

効
果
的
で
す
。

２
、
評
価
を
減
ら
す
…
…
土
地
を
分
割
す
る
際
に
、
分
割
方
法
を

工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
地
評
価
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
自
宅
の
土
地
に
関
し
て
は
、
一
定
の
要
件
の
下

に
そ
の
評
価
額
を
80
％
減
額
で
き
る
切
り
札
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
」
と
い
う
も
の
で
す
。
自
宅
の

土
地
以
外
に
、
事
業
用
の
土
地
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
資
産
の
多
く
が
不
動
産
と
い
う
場
合
は
、
早
期
の
相
続
対
策
や

納
税
計
画
が
必
要
で
す
。

　
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
に
足
を
運
び
、
ぜ
ひ
一

度
専
門
家
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
資
産
保
全
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
贈
与

や
相
続
、
資
産
管
理
な
ど
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
親
身
に
な
っ
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

み
ん
な
こ
こ
で
悩
ん
だ
！

※プリエール土居は葬儀利用が無い場合業務の都合上、スタッフが常駐しておりません。
　そのため、電話はプリエール三島へ自動転送されます。ご了承くださいませ。

プリエール通信
プリエール川之江会館に

洋風家族葬祭壇デビュー

会員募集中
事前相談受付中

ご葬儀に関するお問い合わせ、事前相談をいつでも承っております。
色々な疑問や不安がございましたら、遠慮なくご相談下さい。

遺
産
の
多
く
が
実
家
の
家
と
土
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　
相
続
税
の
納
税
資
金
が
足
り
な
い

時代とともに変わりゆく葬儀のかたち
一心に祈り、ありがとうの気持ちを送ります。

一般式場でゆったりと家族葬として
執り行うことができるようになりました。

水蓮40万円コース

水蓮55万円コース

水蓮65万円コース

事前相談
随時受付中！

葬祭施行スタッフ
急募！

各コースの内容については、
プリエールへお問い合わせ下さい。
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郵 便 は が き

四国中央市中之庄町1684‐4
JAうま 総合企画部ふれあい課

広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

63円分の切手を
はってください

①
島
根
県
の
観
光
名
所
、
│
│
大
社
。

　
神
無
月
に
は
日
本
中
の
神
様
が
集
ま
る
の

だ
と
か

②
大
福
餅
の
中
身
で
す

③
10
月
の
第
2
月
曜
は
│
│
の
日
。

　
国
民
の
祝
日
で
す

④
絵
画
や
色
紙
を
入
れ
ま
す

⑤
江
戸
時
代
の
旅
人
の
履
き
物
。

　
二
足
の
│
│

⑦
「
カ
ラ
ス
の
足
跡
」
と
呼
ぶ
シ
ワ
が
で
き

る
と
こ
ろ

⑩
騎
手
た
ち
が
１
着
を
争
い
ま
す

⑫
日
本
で
3
番
目
に
広
い
湖

⑬
釣
り
で
使
う
擬
餌
針
の
こ
と

⑭
一
本
釣
り
で
知
ら
れ
る
魚
の
一
つ

⑰
京
都
三
大
祭
り
の
一
つ
、
│
│
祭
は
10
月
に

行
わ
れ
ま
す

⑲
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑳
得
の
反
対
語

②
『
羅
生
門
』
『
鼻
』
は
│
│
龍
之
介
の
作

品
で
す

⑥
建
築
士
が
引
い
た
り
広
げ
た
り

⑧
サ
ケ
な
ど
の
卵
の
塩
漬
け

⑨
平
仮
名
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
こ
れ
の
一

種
⑩
便
箋
に
引
い
て
あ
る
線

⑪
資
源
な
ど
を
再
利
用
す
る
こ
と

⑮
王
様
の
耳
は
│
│
の
耳

⑯
ゼ
イ
ゴ
や
ゼ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
る
う
ろ
こ
を

持
つ
魚

⑱
長
崎
県
の
北
の
端
に
あ
る
島

⑳
炭
酸
水
の
こ
と
。
ク
リ
ー
ム
│
│

㉑
だ
し
で
煮
た
鶏
肉
を
卵
で
と
じ
て
ご
飯
に

の
せ
る

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
10
月
25
日
（
金
）

必
着
。
抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送

を
持
っ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.o
r.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

（応募73通）
肝試し（きもだめし）

7月号の答え

※解答は、漢字、ひらがな、カタカナ
　どちらでも構いません。

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　  ）

10月号
クロスワード解答

13
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください



１．広報誌「JAうま」について、ご意見・ご感想を自由にお書きください

２．JA事業（金融共済店舗・経済センター・産直市など）をご利用にあたって、
　ご意見・ご感想を自由にお書きください

アンケートにご協力ください

お
便
り
投
稿

（
身
近
な
話
題
・
投
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
意
見
な
ど
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）

※JAうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、63円分の切手を貼って投函してください

ご紹介の際は…（いずれかに　）　□実名可　□ペンネーム（　　　　　　　　）

ありがとうございました

第5回理事会 令和元年8月29日（木）

職務規程（職務権限表）の一部変更について（案）

福祉職員就業規則の一部変更について（案）

経済センター（土・日・祝日）営業拠点の集約につい
て（案）

第1号議案

第2号議案

第3号議案

令和元年度

※理事会議事録は、各支店で閲覧できます。
　1・2ヵ月遅れることもありますが、ご了承下さい。

　広報誌の表紙を飾ってくれるキッズモデルを募集してお
ります。お子さんやお孫さんが広報誌「JAうま」に掲載し
ても構わないという方は、広報誌に付いているハガキま
たは、お電話にてご連絡下さい。（四国中央市在住の方に
限ります。ご家族での撮影もOK！）
　掲載頂いた方にはJAうま産直市で使える「農産物直販
所お買物券（500円分）」をプレゼント！写真撮影はJAう
ま広報担当者が行い、撮影場所はご依頼者とご相談の上
決定いたします。

連絡先
　TEL：0896-24-3827
　総合企画部　広報委員会　まで

広報誌のキッズモデル大募集！

広報誌ゆるきゃら さとりん

●材料（4～5人分）

里芋
小麦粉
ベーキングパウダー
玉ねぎ
トマト
ピーマン
ベーコン
溶けるチーズ
塩
こしょう
ピザソース

300g
100g
小匙1
30g
1個
1個
3枚
140g
少々
少々
適量

●作り方

① 里芋はよく洗い皮のまま柔らか
く茹で、ぬれ布巾で包みながら
皮をむき、ボウルに取り出す。

② 熱いうちに塩、こしょうをして小
麦粉とベーキングパウダーを加
えよくこねる。

③ アルミホイルに油を引き、②を薄
くのばす。

④ 玉ねぎは薄切り、トマトは半月
切り、ピーマンは薄い輪切り、

ベーコンは粗いみじん切りにし
ておく。

⑤ ③の上にピザソースを塗り、野
菜を彩りよく載せ、ベーコンと
チーズをのせる。

⑥ オーブンを 200℃に熱し⑤を入
れ 10～ 15 分くらい焼く。チー
ズが溶け、焼き色が付けば出来
上がり。
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☆
今
、洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
凝
っ
て
い

ま
す
。合
わ
な
く
な
っ
た
ス
カ
ー
ト
を

ト
ー
ト
バ
ッ
ク
に
し
買
い
物
に
持
参
し

て
エ
コ
生
活
を
し
て
い
ま
す
。古
く
な
っ

た
服
も
衿
を
取
っ
て
ス
ッ
キ
リ
と
し
て

着
た
り
、ワ
ン
ピ
ー
ス
の
丈
を
切
り
短
く

し
て
上
着
に
し
た
り
と
工
夫
し
て
い
ま

す
。雰
囲
気
も
変
わ
り
、気
分
も
上
々
。節

約
で
１０
月
か
ら
の
消
費
税
対
策
に
備
え

た
い
！

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

【
編
】着
な
く
な
っ
た
洋
服
も
、
工
夫
を
凝

ら
す
だ
け
で
新
し
い
も
の
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
ね
。

☆
暑
い
暑
い
夏
休
み
。子
供
は
楽
し
そ
う

だ
が
母
は
昼
食
に
大
変
で
す
ね
。給
食

の
あ
り
が
た
み
が
わ
か
り
ま
す
ね
。子

供
た
ち
は
、「
宿
題
が
な
け
れ
ば
い
い
な
、

夏
休
み
」で
し
ょ
う
ね
。

（
Ｍ
さ
ん
）

【
編
】長
い
夏
休
み
、
子
供
た
ち
は
楽
し
い

夏
休
み
で
す
が
、
作
る
側
と
し
て
は
ご
飯

も
一
苦
労
で
す
ね
・
・
・
。

私
は
、
毎
年
夏
休
み
の
終
わ
り
に
な
る
ま

で
、宿
題
を
た
め
込
ん
で
い
ま
し
た（
笑
）

☆
梅
雨
が
あ
け
て
急
に
暑
く
な
っ
て
ひ

と
雨
欲
し
い
こ
の
こ
ろ
で
す
。庭
の
花
も

私
も
。

（
千
鶴
子
さ
ん
）

【
編
】
９
月
に
入
っ
て
少
し
ず
つ
涼
し
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。暑
い
と
「
涼
し
く

な
っ
て
ほ
し
い
」と
思
い
ま
す
が
、
寒
く
な

る
と
「
早
く
暖
か
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
・
・
・
。

☆
孫
が
２
歳
、
２
人
と
も
健
や
か
に
の

び
の
び
と
成
長
す
る
姿
に
目
を
細
く
し

ま
す
。遊
び
に
来
る
と
き
は
、
虫
か
ご
を

用
意
し
て
い
る
の
で
蝉
取
り
を
一
緒
に

楽
し
み
た
い
も
の
で
す
。（

あ
わ
い
さ
ん
）

「まちがいさがし」答え ： 3 …………建物の高さが違う　　5 …………ボールのラインの太さが違う　　6 ………子どもが少ない
　　　　　　　　　　    9 …………ストローが曲がっていない　　12 …………リンゴがレモンに変わっている

【
編
】お
孫
さ
ん
と
の
蝉
取
り
は
、
あ
わ
い

さ
ん
に
と
っ
て
貴
重
な
大
切
な
時
間
と
な

り
ま
す
ね
。

☆
裏
庭
に
蜂
が
と
ん
で
い
る
の
で
水
を

飲
み
に
き
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
階

段
の
踊
り
場
の
下
側
の
雨
に
あ
た
ら
な

い
場
所
に
２
つ
も
蜂
の
巣
が
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

（
ち
か
さ
ん
）

【
編
】
蜂
は
要
注
意
で
す
ね
！
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

☆
我
が
家
の
犬（
雑
種
の
柴
犬
）で
す
が
、

１８
歳
半
に
な
り
ま
す
。脳
梗
塞
に
な
っ

て
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
り
、目
も
薄
く

な
っ
て
も
夕
方
６
時
ご
ろ
に
な
っ
た
ら

必
ず
入
り
口
玄
関
で
帰
り
を
待
っ
て
く

れ
ま
す
。足
元
も
よ
た
よ
た
し
て
い
る
の

に
・
・
・
。嬉
し
い
で
す
。涙
が
出
ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
）

【
編
】
本
当
に
Ｙ・Ｋ
さ
ん
の
こ
と
が
お
好

き
な
の
で
す
ね
。帰
っ
て
く
る
の
が
嬉
し

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

☆
収
穫
し
た
て
の
農
産
物
に
は
、
生
命

力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。新
鮮
な
野
菜
や

果
物
が
並
ぶ
産
直
市
は
、
本
当
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
え
る
場
所
で
あ
る
。そ

の
、ワ
ク
ワ
ク
に
出
会
う
た
め
、日
々
、産

直
市
に
通
う
私
で
あ
る
。（

ミ
ド
リ
さ
ん
）

【
編
】
い
つ
も
産
直
市
の
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
新
鮮
で
イ
キ
イ
キ

と
し
た
農
産
物
を
見
る
と
元
気
が
で
ま

す
。是
非
、ま
た
ご
来
店
く
だ
さ
い
♪

好
奇
心
包
み
都
合
の
海
泳
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
醇
子

変
わ
ら
ね
ば
変
え
ね
ば
な
ら
ぬ
蝉
の
声
　
　
　
　
　
　
宮
内
カ
ツ
子

物
忘
れ
笑
え
る
う
ち
が
花
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
　
　
和
子

少
年
の
大
志
世
界
を
股
に
か
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
昭
美

暑
さ
続
き
孫
の
一
言
涼
を
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
洋
子

初
め
て
の
ト
マ
ト
収
穫
ほ
お
擦
り
す
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
佳
甫

明
日
の
事
疑
わ
な
い
で
食
べ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
寛
子

つ
ゆ
明
け
て
猛
暑
続
き
で
出
ら
れ
な
い
　
　
　
　
　
　
一
柳
ヒ
サ
子

雨
上
が
り
虹
が
き
れ
い
な
東
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
　
尊
子

手
を
出
せ
ば
ひ
孫
知
恵
つ
き
そ
っ
ぽ
む
く
　
　
　
　
　
続
宗
　
照
子

娘
帰
省
湯
上
げ
歯
ブ
ラ
シ
パ
ジ
ャ
マ
な
ど
ゆ
り
生
け
待
ち
ぬ
思
い
膨
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
幸
子

太
刀
魚
の
ぎ
ら
ぎ
ら
そ
し
て
く
ね
く
ね
が
夢
に
出
て
く
る
釣
り
の
怨
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
慶
喜

手
に
持
ち
し
線
香
花
火
息
を
の
み
子
ら
は
震
へ
を
必
死
に
我
慢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
　
和
子

Ｊ
Ａ
う
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
）
も
し
く
は
、
本
誌
Ｐ
14
の
お
便

り
投
稿
は
が
き
に
て
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

仏
崎
亡
夫
と
眺
め
た
遠
花
火
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
順
子

梅
雨
空
の
け
だ
る
さ
人
も
動
物
も
　
　
　
　
　
　
　
　
友
健

ホ
ー
ム
ラ
ン
放
つ
夏
空
平
和
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
真
理
子

早
朝
の
窓
か
ら
聞
こ
ゆ
蝉
時
雨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
昭
子

七
夕
様
棚
に
供
へ
る
茄
子
胡
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
島
子

柏
餅
供
へ
て
姑
の
忌
日
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
豊
子

遠
花
火
音
賑
や
か
に
果
て
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
松
木
　
功
子

千
の
田
に
千
の
落
日
田
水
張
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
式
部

四
五
人
の
友
と
米
寿
の
夏
一
と
日
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
　
　
秀
子

夕
涼
の
風
に
押
し
た
る
乳
母
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
智
子

つ
ま

つ
ゆ
ぞ
ら

6
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
松
木
さ
ん
の
イ
チ
ジ
ク
！

と
て
も
甘
く
て
美
味
し
か
っ
た
〜
♪

（
も
れ
パ
ン
ダ
さ
ん
）

ぱ
ん
ジ
ャ
く
ん
！
か
わ
い
い
で

す

【
編
】

（
Ｔ
さ
ん
）

お
店
に
並
ん
で
い
る
花
や
野
菜

を
見
る
と
季
節
を
感
じ
ま
す

ね
。

【
編
】

（
Ｈ
・
Ｍ
さ
ん
）

ス
イ
カ
割
り
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？？
夏
の
風
物
詩
で
す
ね
♪

【
編
】
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特集1
里芋「伊予美人」の出荷始まる
特集2
進める！協同プロジェクト

●編集・発行／四国中央市中之庄町1684番地4　JAうま総合企画部ふれあい課「JAうま」広報委員会

　
8
月
22
日
、
夏
の
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
中
、
関

川
河
川
敷
で
出
会
っ
た
赤

星
ク
ラ
ブ
・
八
雲
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
。

　
9
月
に
行
わ
れ
た
ペ
タ

ン
ク
大
会
に
向
け
た
練
習

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
！

　
「
何
し
て
る
ん
で
す

か
？
？
」
と
声
を
掛
け

る
と
「
大
会
の
練
習
し

よ
ん
よ
〜
！
」
と
に
っ

こ
り
。

　
わ
い
わ
い
と
賑
や

か
に
、
ペ
タ
ン
ク
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た

ペ
タ
ン
ク
の
練
習
に

　
お
邪
魔
し
ま
し
た
！

　僕の将来の夢は、将棋のプロ棋士になることです。中学
の頃から始めた将棋は、やればやるほど奥が深く、年齢層
も広いので色々な世代の人たちと関わることができる魅
力ある競技です。
　私が通う土居高校情報科学部では3年前から、地元伝
統文化を伝承する活動を行っており、僕が将棋以外に力
を入れている事の一つでもあります。昨夏、四国中央市特
産の「赤石五葉松盆栽」をテーマにしたプランを提案し、
第10回観光甲子園訪日部門で全国1位に輝きました。しか
し、残念ながらツアーの実現には至らず、悔しい思いをし
ました。今回こそ、先輩たちの想いを受け継ぎ盆栽ツアー
を実現させ、四国中央市の魅力を海外へPRしたいです。
　僕がプロを目指している将棋は、世界での認知度はま
だまだ低いです。将来は、この部活での経験を活かし日本
の「将棋」を世界に広め、目標としている藤井聡太七段の
ような、地域に夢と希望を与えるような棋士になりたいで
す。

け
た
練
習

し
た
！

し

「
何
し」

か
？
？「

大

る
と
「

～!!!!

｜
G
EN
KI｜

GENKI｜GENKI｜
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G
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K
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G
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G
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K
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｜
｜
｜

｜

｜
｜
｜

｜

｜

｜
｜
｜
｜
｜

｜

｜
｜
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｜

｜

｜
｜

地域に夢と希望を与える
　　プロ棋士になりたい

土居高等学校　情報科学部  佐伯 祐哉 さん


